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公立久米島病院だより

専攻医  伊藤　拓也
（東京ベイ・浦安市川医療センタ）

【11月・12月の休診日】 毎週日曜・月曜
11/3（火）12/29（火）、12/30（水）、12/31（木）

公立久米島病院　小児科 渡邉　幸

お酒、飲みすぎていませんか？

「インフルエンザの乗り越え方」

　今年は早い時期から例年にない勢いでインフルエ
ンザが流行しています。今回はインフルエンザの乗
り越え方について、おすすめの漢方薬と一緒にお伝
えします。

①事前にできること：
■インフルエンザワクチン：インフルエンザ感染に
よる重症化を予防できる唯一の方法です。小児や
高齢者、妊婦など重症化しやすい人はもちろん、そ
のような人が周囲にいる方も接種を考えましょう。
■手洗い・マスク：身近な生活空間で感染をもらわ
　ないためには「接触感染」予防の手洗い、集団や
人混みで「飛沫感染」を防ぐにはマスクが重要です。

②インフルが身近に迫ってきたら：
　「周囲でインフルエンザが流行ってきた」という
話が出てきたら以下の準備をしましょう。
■解熱鎮痛剤の買い置き：薬局、ドラッグストアで
購入可能です
■イオン飲料、ゼリー飲料の買い置き：お子さんが
いる家庭や一人暮らしの方には特におすすめです
　○迅速検査キットを購入：
　　久米島ではたいよう薬局で
　　購入可能です。

③熱が出てきたら
■水分（＋糖分・塩分）の摂取と休養：買っておい
たイオン飲料をこまめに摂取したり、スープと
ジュースを飲むなど、水分に加えて塩分と糖分も摂
取するようにしましょう。
■漢方「麻黄湯」「葛根湯」：
　普段元気な人の初期のインフルエンザに対して、
免疫力を高めてウイルスを追い出し、熱や痛みを素
早く和らげる効果があります。発症48時間以内に
飲むとより効果的。
■解熱鎮痛剤：熱がきつくて寝れない、食欲が出な
い、とにかく体がしんどい時

④インフルエンザ後の長引く症状に対して：
■長引く咳や不眠の症状：漢方「竹茹温胆湯」
○食欲不振や微熱・腹痛が続く時：漢方「柴胡桂
枝湯」「小柴胡湯」

※なお、水分がとれない、呼吸がしずらいなど明ら
かにいつもと違う場合や、持病があって心配な場合
は病院や医療相談電話（小児：♯8000、大人：♯
7119）で相談しましょう。

　今回ご紹介した対策は実は「通常の風邪」にもそ
のまま使えます。これからの季節の体調不良、悪化
を防ぐケアとしてぜひお役立てください！

　「今日は少しだけ」のつもりが、気づけば飲みす
ぎていた…。そんな経験はありませんか？年末年
始を迎える前に、日頃の飲酒習慣を振り返ってみ
ましょう。

生活習慣病のリスクを高める飲酒量
　男性　1日あたり純アルコール40g以上
　女性　1日あたり純アルコール20g以上
※「この量までなら安全」という意味ではありませ
ん。

純アルコール20gの目安
　ビール 約500mL
　日本酒 約1合
　ワイン 約200mL
　泡盛 約80mL

飲みすぎが続くと
　高血圧、糖尿病、脂質
異常症、肝臓病などのリ
スクが高まります。

今日からできること
●飲む量を最初に決める
●水や食事と一緒に飲む
●飲まない日をつくる

年1回は健診を
　血圧・血糖・脂質・肝機能を確認しましょう。
少し減らすことも、健康づくりの第一歩です。
　おいしく楽しくお酒を楽しむためにも、自分に
合った飲み方を心がけましょう。少し減らすこと
も、健康づくりの第一歩です。
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（　）は、令和８年累計
・救　急 ………34件 （352件） 
・火　災 ……… 1件 （    6件）
・救　助 ……… 0件 （　 5件）

・風水害 ……… 0件 （  2件） 
・捜　索 ……… 0件 （  2件）
・その他 ……… 2件 （32件） 合計 …… 37件 （399）

９月
出動状況

南部地区MC協議会　救急想定訓練に参加しました！

長年の消防行政への貢献と尽力に、職員一同敬意を表します。

消防だより 令和８年11月号

　この表彰は、救急業務の推進に
貢献し、国民の生命・身体の保護
及び社会公共の福祉の増進に顕著
な功績をあげてこられた方が対象となるものです。
　新垣消防長は、平成９年から救急救命士として救
急業務に携わり、長年にわたり島民の尊い命を守る
ため尽力されました。また、平成13年には沖縄県
消防学校へ救急担当教官として派遣され、県内消防
職員に対する救急教育・指導に従事するなど、救急
隊員の知識・技術の向上にも大きく貢献しました。
さらに、関係機関との連携を積極的に進め、久米島
町におけるドクターヘリの本格運用にも尽力するな
ど、離島における救急医療体制の充実に大きく寄与
しました。

　この表彰は、長年にわた
り救急医療の提供確保に貢
献した団体と個人が対象と
なるものです。
　金城消防署長は、平成６年の採用以来、約25年
にわたり救急現場の第一線で活躍され、平成21年
に救急救命士の資格を取得後は救急隊長として多く
の救急事案に対応しました。応急手当指導員として
は年間約500人を対象とした救命講習を行うなど地
域の救命意識向上にも尽力しました。また、当本部
初となる指導救命士として職員の教育や指導に取り
組み、医療機関等との連携強化や離島における救急
医療体制の充実にも大きく貢献しました。

　９月25日に浦添市消防本部で救急想定訓練が行われました。この訓練は、当本部が加盟している南部地区
MC協議会（那覇消防・浦添消防・東部消防・島尻消防・豊見城消防・久米島消防・糸満消防）指導救命士
が主導となって開催したものです。当本部からは救急隊１隊と指導救命士（運営・評価）１名が参加し、訓

練は心肺停止傷病者の想定で行われ、より
質の高い胸骨圧迫と人工呼吸、迅速な救急
活動に主眼がおかれました。他隊の救急活
動も見学することができ、今回の訓練で習
得できた技術を久米島町管内における救急
現場活動でも活かしてまいります。

公式インスタグラムのフォロー、いいね！をよろしくお願いします！

「久米島消防の日常」を発信！

　急なケガや病気の際、救急車を呼んだ方がいいか、今すぐ病院に行っ
た方がいいかなど、判断に迷うことがあると思います。
　そんなとき、専門家からアドバイスを受けることができる電話相談
窓口が＃７１１９（救急安心センター事業）です。
　寄せられた相談は、電話口で医師、看護師、相談員がお話を伺い、
病気やケガの症状を把握して救急車を呼んだ方がいいか、急いで病院
を受診した方がいいかなどを案内します。

こんなときは♯7119をご利用ください！

新垣 健　消防長
救急功労者表彰（消防庁長官表彰）

金城 宗春　消防署長
沖縄県救急医療関係功労者知事表彰

祝！消防表彰
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